
　6 月 12 日（月）に本市特産品の 「煮干しいわし」 の原

料となるカタクチイワシの漁が解禁されました。 漁は、 魚群を

見つけると 2隻の船で海中に網を流し引き揚げます。 水揚げ

されたカタクチイワシは運搬船ですぐに港へと運ばれ、 加工さ

れます。漁は8月末ごろまで続き、できあがった「煮干しいわし」

は、 市内外に向けて出荷されます。 （表紙写真）

四国中央市長
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カタクチイワシ漁解禁

　　5 月 21 日 （日）、 寒川豊岡海浜公園周辺で、 四国中央
市少林寺拳法協会の拳士や家族らによるボランティア清掃活

動が行われました。

　清掃活動には、 幼稚園児から 60 歳を超えるみなさんなど約

50 人が集まり、 それぞれに軍手やごみ袋を持ち、 公園内や

周辺道路のごみ拾いなどを行いました。

少林寺拳法拳士による清掃活動

　　6 月 2 日 （金）、 銅山川漁業協同組合 （坂上正則代表

理事組合長） による、 あめご放流事業が行われました。 この

事業は、 水産資源の繁殖 ・ 保護 ・ 増産と、 遊魚などによる

観光振興につながることを期待して毎年行われており、 漁協

組合員など約 30 人がグループに分かれ、 銅山川の支流に、

10cm ほどに育ったあめご約 4万尾を放流しました。

銅山川漁業協同組合があめごを放流

　　6 月 8日 （木）、土居高等学校で 「紙のまち魅力化プロジェ

クト」 の一環として、 同校の 2 年生全員を対象に紙産業につ

いての講演会が開催されました。 愛媛県紙パルプ工業会技

術顧問の森川政昭さんを講師に迎え、 紙産業の現状や将来

ビジョン、 紙の製造方法などを聴き、 昨年から学んできた紙

産業についてますます知識を深めていました。

紙産業についての講演会

　　6 月 1 日 （木）、 川之江幼稚園で魚食普及推進事業が
実施されました。 これは、 川之江漁業協同組合 （三好猛組

合長） が近年、 若年層を中心に深刻化している魚離れを食

い止めようと開催したものです。

　園児や保護者ら参加者に実際に魚をさばいてもらい、 お魚ざ

んまいランチで給食交流会が行われました。。

川之江幼稚園で魚食普及推進事業

　　6 月 4 日 （日）、 新宮町霧の森で 「第 16 回霧の森お茶

まつり」 が開催され、 好天に恵まれたこともあり、 家族連れな

ど市内外から昨年より多い約 8千人が訪れました。

　会場では、 恒例の茶そばわんこ大会、 各種バザー、 お茶に

関する体験コーナーなどさまざまな催しが行われ、 家族連れ

などのにぎやかな声が初夏の山里に響いていました。

第 16 回霧の森お茶まつり

　　6 月 8日 （木）、中曽根スポーツ少年団 （近藤好徳監督）

の選手たちが、 8 月に徳島県で開催される阿波おどりカップ

全国学童軟式野球大会 2017 への出場報告のため、 市長を

表敬訪問し、 大会に向け抱負を述べました。 同チームは、 5

月に本市で開催された全日本学童軟式野球愛媛県大会で 5

位となり、 阿波おどりカップへの出場を決めました。

学童軟式野球の全国大会に出場！

　　6 月 9 日 （金）、 市民会館川之江会館で岡田武史講演

会が行われました。 これまでに二度サッカー日本代表チーム

の監督を務められ、 現在は FC 今治のオーナーである岡田さ

んから、 自身が考える 「今治モデル」 などについてのお話が

ありました。 実体験に基づいてユーモアを交えた講演に、 参

加した約 370 人は時折笑いながら聞き入っていました。

岡田武史講演会

　　6 月 10 日 （土）、 伊予三島運動公園体育館で親子ふれ

あいフェアが開催されました。 これは、 市愛護班連絡協議会

が開催しているもので、幼稚園・保育園児や小学生と保護者、

約 400人が参加しました。 参加者は、フリスビーや長縄跳び、

折り紙遊び、 的当てなどさまざまな遊びを親子で一緒に楽し

み、 会場は子どもたちの笑顔と歓声があふれていました。

親子ふれあいフェア

「紙について学ぼう～お札の技術と紙の機能～」

　　6 月 15 日 （木）、 新宮小中学校で今年度 2 回目の公開

授業が行われました。 今回は市内の小学5・6年生を対象に、

愛媛大学紙産業イノベーションセンター長の内村浩美さんが、

日本と外国の紙幣の違いや、 現在の紙製品が持つ機能や可

能性について、 実物を見たり、 実験を取り入れたりしながらの

授業を行いました。


